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今 月 の 表 紙

広報とうやこ　2020 年 3 月 2

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん

男 ………………………… 4,045人
女 ………………………… 4,628人
計 ………………………… 8,673人
世帯 …………………… 4,858世帯

（－ 7）
（－ 8）
（－ 15）
（－ 17）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜ 1 月 31 日現在＞

目 次

2020 年
（令和２年）

NO.168

とうやこ

菅井　晴人くん           
　　　　（はると）

智基さん・生雪さん
12 月 21 日生　虻５区

石上　希ちゃん                 
　　　（のぞみ）

雅基さん・聡子さん
12 月３日生　温３区

原田　るるちゃん                   
翼さん・優美さん

12 月６日生　洞第６

3 月

さわやかだより
新型コロナウイルスを防ぐために気をつけること

13

イベントカレンダー17

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.24

15

20 spotlight

小林　圭子さん
東奔西走／今月のワンショット

洞爺湖温泉にゲストハウスを開業

６ まちのわだい

4 TOYAKO 映え　photos

ふれあい交流会に参加しませんか？14

　広報とうやこ１月
号で皆さんから募集
した写真の中から表
紙を選出しました。
加賀谷芳夫さんが昨
年５月に浮見堂公園
で撮影。タイトルは

「淡き夢」で、「浮見

ジオパーク通信16

ダウンロードはこちらから→

いつでもどこでも広報紙を読むことができるスマートフォ
ン・タブレット用無料アプリです。毎月広報紙が発行される
とお知らせが届きます。

ダウンロードはこちらから→

とお知らせが届きます。

広報とうやこ
議 会 だ よ り
がスマートフォン
で見られます！

祝　洞爺湖有珠山ジオパーク
ユネスコ世界ジオパークに再認定

pick up news

ワンポイント手話

３

８ お知らせ
気象台からのお知らせ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

寒さに負けず冬を楽しむ！18

地域の交流深める　各地域で冬まつり／広告19

堂公園内の桜が満開になり、一瞬の栄華を届けてくれ
ました」とコメントし、満開となったチシマザクラを
収めた写真となっています。－関連記事ｐ４～５－



広報とうやこ　2020 年 3 月広報とうやこ　2020 年 3 月３

pick up news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 21 回目は税務財政課安藤達哉です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グルー
プ（☎ 74-3001） 両手で球の形を作り、前方へ回転させます。

手話
ワンポイントワンポイント 「世界」

１

洞爺湖有珠山ジオパーク洞爺湖有珠山ジオパーク
ユユネスコ世界ジオパークに再認定ネスコ世界ジオパークに再認定

　
　
月
21
日
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ

　
　
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
再
認
定
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委

員
会
を
通
し
て
発
表
さ
れ
ま
し

た
。23

日
に
は
、
役
場
町
民
ロ
ビ
ー

で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
。
洞

爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
会
長
の
真
屋
町
長
を
は
じ

め
、
菊
谷
秀
吉
伊
達
市
長
、
村
井

祝

再認定を祝って行われたセレモニー再認定を祝って行われたセレモニー

昨年実施された現地審査の様子昨年実施された現地審査の様子

洋
一
豊
浦
町
長
、
田
鍋
敏
也
壮
瞥

町
長
が
く
す
玉
を
割
り
、
再
認
定

を
祝
い
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
ユ
ネ
ス

コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
）
か
ら
４
年
に
１
度
の
再
審

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
の
再
審
査
で
は
、

学
術
専
門
員
不
在
な
ど
の
問
題
点

を
指
摘
さ
れ
「
２
年
間
の
条
件
付

き
」
で
認
定
と

な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
昨
年
７
月
に

実
施
さ
れ
た
現

地
審
査
の
報
告

を
基
に
国
際
会

議
で
審
査
さ
れ

た
結
果
、
前
回

審
査
で
の
指
摘

事
項
が
「
期
待

を
超
え
る
ほ
ど

満
足
に
達
成
さ

れ
た
」
と
高
い

評
価
を
受
け
、

再
認
定
を
得
ら

れ
ま
し
た
。

　

真
屋
町
長

は
「
今
回
の

再
認
定
は
、

2
0
0
9
年
に
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
て
か
ら
10
年
間
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
各
分
野
で
の
活
動
が
、
世

界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
で

あ
り
、
大
変
喜
ば
し
く
感
じ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
次
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
審

査
は
2
0
2
3
年
に
予
定
。
今

後
も
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
大
地

の
物
語
を
教
育
や
観
光
な
ど
に
繋

げ
る
取
り
組
み
を
行
う
と
同
時

に
、
こ
こ
で
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り

が
大
地
の
特
徴
を
知
り
、
工
夫
し

な
が
ら
地
域
の
魅
力
を
伝
え
て
い

く
こ
と
が
世
界
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
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映え映えTOYAKOTOYAKO Photos
■問合せ■問合せ　企画防災課広報統計グループ（☎ 74-3004）

　初めての試みとして皆さんの写真を募集し、
広報とうやこの表紙を選ばせていただきまし
た。たくさんの応募ありがとうございます。
　このページでは表紙に掲載できなかった皆さ
んの自信作を掲載しています。（C.K）

雲海の夜明け

ウィンザーホテル駐車場での１枚です。定番
ですが、雲が素敵でした。

　企画防災課広報統計グループ（☎ 74-3004）　企画防災課広報統計グループ（☎ 74-3004）

　初めての試みとして皆さんの写真を募集し、
広報とうやこの表紙を選ばせていただきまし
た。たくさんの応募ありがとうございます。
　このページでは表紙に掲載できなかった皆さ
んの自信作を掲載しています。（C.K）

加藤みちよさん撮影者

壮瞥温泉付近での１枚です。倒木に波と寒気
合作のしぶき氷。毎冬楽しみにしている被写
体です。

photo comment

厳冬の朝

photo comment
加藤みちよさん撮影者
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　たくさんの応募をいただきありがとうござい
ました。素晴らしい作品ばかりで、全てを掲載
できないのが、とても残念です。
　皆さんの作品を参考にしながら、今後の写真
撮影に生かしていきたいと思います。（M.O）

洞爺湖温泉での１枚です。娘が産まれて初めて洞
爺湖に行って撮った写真です。いとこたちと一緒
でご機嫌だったのに写真を撮るときに大泣き。み
んなであやしたけど泣いた写真しか取れませんで
した。

はじめての洞爺湖

photo comment

匿　名撮影者

月浦での１枚です。洞爺湖の写真を撮ること
が楽しみになり、雪をかき分けて湖畔に行っ
たら１羽の白鳥がいました。鏡のような湖に
白鳥の姿が映って、なんともきれいでした。

水鏡と白鳥

photo comment
工藤若穂さん撮影者

洞爺町での１枚です。洞爺湖に家を買った
後、家の近くで撮りました。家の近くでこん
な写真が撮れるなんて嬉しかったです。

コスモスと湖

photo comment
工藤若穂さん撮影者



　

　
　
オ
パ
ー
ク
内
で
採
れ
る
食
材

　
　

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
虻
田
高
校
３
学
年
の
15

人
を
対
象
に
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ

パ
ー
ク
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
授

業
の
一
環
で
、
洞
爺
湖
産
ト
マ
ト
が

使
わ
れ
た
ピ
ザ
ソ
ー
ス
の
「
ジ
オ
ピ

ザ
」
と
伊
達
産
の
鶏
肉
と
卵
を
使
っ

た「
ジ
オ
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
」を
調
理
。

　
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
を
調
理
し
た
生
徒

は
「
初
め
て
作
っ
た
の
で
、
火
加
減

が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
お
い
し
か
っ

た
で
す
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

のわだい
まち

広報とうやこ　2020 年 3 月 ６

地元の食材を知る�
虻高洞爺湖有珠山ジオパーク研修

　
　
本
水
難
救
済
会
虻
田
救
難
所

　
　
（
阿
部
和
文
所
長
）
の
令
和
２

年
出
初
式
が
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
今
年
１
年
の
安
全

と
豊
漁
を
所
員
一
同
で
祈
願
し
ま
し

た
。

　
式
で
は
、
人
員
報
告
と
服
装
点
検

の
後
に
真
屋
監
督
官
か
ら
「
今
後
も

事
故
に
は
気
を
付
け
、
訓
練
に
精
進

し
て
ほ
し
い
」
と
の
訓
示
を
受
け

て
、
阿
部
所
長
が
「
海
難
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
、
所
員
一
同
努
力
し

て
い
き
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
、
出

初
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

日頃の練習成果を披露
令和元年度新年演芸交流大会

答辞を述べる阿部和文所長答辞を述べる阿部和文所長ジオホットサンドを作る虻田高の生徒ジオホットサンドを作る虻田高の生徒

団体による合唱披露団体による合唱披露洞爺湖の水中映像に見とれる参加者洞爺湖の水中映像に見とれる参加者

日

令

ジ

洞爺湖を覗き見る�
「空中散歩・水中散歩」上映会

　
　
和
元
年
度
新
年
演
芸
交
流
大
会　

　
　
（
洞
爺
湖
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
）
が
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
14
団
体
1
1
1
人
が

集
ま
り
、
参
加
者
は
カ
ラ
オ
ケ
や
踊

り
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
沼
田
光
博
会
長
は
「
日
頃
の
練
習

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
遠
藤
副

町
長
、
大
西
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

交
流
大
会
が
開
演
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
カ
ラ
オ
ケ
や
踊

り
、
合
唱
な
ど
の
発
表
に
会
場
か
ら

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

　
　
爺
湖
町
空
中
散
歩
・
水
中
散
歩

　
　
上
映
会
が
役
場
防
災
研
修
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
町
民
1
2
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
撮
影
を
行
っ
た
エ
ン

テ
ッ
ク
代
表
平
井
佳
之
さ
ん
と
水
中

撮
影
を
行
っ
た
㈲
知
床
ダ
イ
ビ
ン
グ

企
画
代
表
取
締
役
関
勝
則
さ
ん
を
招

き
、
洞
爺
湖
町
な
ら
で
は
の
景
観
に

つ
い
て
講
演
。

　

来
場
し
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

「
知
ら
な
か
っ
た
洞
爺
湖
の
姿
や
大

地
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

感
動
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

洞

１
22

１
６

１
23

今年１年の無事故を誓う�
虻田救難所出初式

１
25
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
（
洞
爺
湖

　
　

町
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
主

催
）
が
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や

か
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
行
わ
れ
、
15

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
洞
爺
協
会
病
院
理
学
療

法
士
の
田
中
麻
央
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
い
方
や
効
能

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
今
後
も
自
分
の
体

調
に
合
わ
せ
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

運動不足解消と筋力トレーニングのために
室内トレーニング会

　
　
の
特
産
品
で
あ
る
ホ
タ
テ
の
お

　
　
い
し
さ
を
児
童
・
生
徒
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
ホ
タ
テ
を
使
っ
た

学
校
給
食
が
、
学
校
給
食
週
間
（
１

月
24
日
～
30
日
）
に
合
わ
せ
て
町
内

の
全
小
中
学
校
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　
虻
田
地
区
で
は
、
27
日
に
、
道
の

駅
あ
ぷ
た
で
加
工
販
売
し
て
い
る

「
ま
ぜ
ご
は
ん
の
素
」
を
使
っ
た
ホ

タ
テ
ま
ぜ
ご
は
ん
、
29
日
に
は
、
ホ

タ
テ
カ
レ
ー
が
給
食
に
登
場
。
洞
爺

地
区
で
は
、
29
日
に
、
ホ
タ
テ
グ
ラ

タ
ン
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

地元産ホタテをおいしく味わう
漁協・道の駅あぷた無償提供

　
　
達
信
用
金
庫
虻
田
支
店
（
酒
井

　
　

健
二
支
店
長
）
は
、
同
店
ロ

ビ
ー
で
、　
虻
田
小
学
校
３・４
年
生

の
工
作
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
作
品
展
は
今
回
が
４
回
目

で
、
子
ど
も
た
ち
が
冬
休
み
期
間
中

に
制
作
し
た
作
品
40
点
が
並
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
前
野
吉
明
次
長
は
「
子
ど
も
た
ち

の
作
品
は
力
作
ば
か
り
で
、
お
客
さ

ん
か
ら
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と

の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。　
　

　
　
爺
湖
町
長
杯
近
隣
市
町
マ
マ
さ

　
　

ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
洞

爺
湖
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
）

が
、
あ
ぶ
た
体
育
館
で
開
か
れ
、
町

内
チ
ー
ム
の
「
洞
爺
湖
」
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
９
チ
ー
ム
。
１
ブ

ロ
ッ
ク
３
チ
ー
ム
ず
つ
の
３
ブ
ロ
ッ

ク
で
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
上
位
２
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
勝
敗
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
主
将
の
道
林
智
美
さ
ん
は

「
地
元
の
大
会
で
優
勝
で
き
て
う
れ

し
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

ママさんバレーボール大会
チーム「洞爺湖」優勝

ホタテまぜごはんを食べる虻田小の子どもたちホタテまぜごはんを食べる虻田小の子どもたちマシンを使ったトレーニングを体験する参加者マシンを使ったトレーニングを体験する参加者

ロビーに展示されている子どもたちの作品ロビーに展示されている子どもたちの作品

町

洞

室

伊

30
１

２
２伊達信用金庫虻田支店

虻小児童作品を展示

優勝を手にしたチーム「洞爺湖」優勝を手にしたチーム「洞爺湖」

３
２ ～ 14

２

27
１ ・ 29

１
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暮
ら
し お知らせ

information

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
制
度
の
案
内

国
民
年
金
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ

れ
ば
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一

般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）

や
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学

ニ
セ
警
察
官
か
ら
の
電
話

に
注
意

校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、

本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式

で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。

■
所
得
の
目
安　
１
１
８
万
円
＋

（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

令
和
元
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
令
和
２
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
人

へ
、
３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
な

ど
が
印
字
さ
れ
た
は
が
き
形
式
の

学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
年
金
機

構
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い

る
人
で
、
引
き
続
き
学
生
納
付
特

例
制
度
の
申
請
を
希
望
す
る
場
合

は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
こ
の
場

合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
）

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務

所
（
お
客
様
相
談
室
）
（
☎

0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）

／
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

　
最
近
、
道
内
で
警
察
官
を
名
乗

る
特
殊
詐
欺
の
予
兆
と
認
め
ら
れ

る
電
話
が
多
数
か
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
話
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・
窃
盗
グ
ル
ー
プ
を
逮
捕
し
た
ら

あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
た
。

・
あ
な
た
の
口
座
か
ら
お
金
が
引

き
出
さ
れ
て
い
る
。

・
暗
証
番
号
を
教
え
て
ほ
し
い
。

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
確
認
し

に
行
く
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
の
後
で
警
察

官
を
名
乗
る
男
が
訪
れ
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
盗
み
取
ら
れ
て
口

座
か
ら
現
金
が
引
き
出
さ
れ
て
し

ま
う
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
電
話
の
相
手
の
所
属
・
氏
名
・

警
察
署
の
電
話
番
号
を
聞
い
た
う

え
で
電
話
を
い
っ
た
ん
切
る
。

・
相
手
が
教
え
た
電
話
番
号
に
電

話
を
か
け
ず
、
最
寄
り
の
交
番
に

確
認
す
る
。

・
警
察
官
を
名
乗
っ
た
人
が
来
訪

し
て
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や

現
金
、
通
帳
を
渡
し
た
り
、
暗
証

番
号
を
教
え
た
り
し
な
い
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－
3
0
0
5
）

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１

日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。
※「
自
動
車

税
」
は「
自
動
車
税
種
別
割
」
に

名
称
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更

登
録
し
て
く
だ
さ
い

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き（
変
更

登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き（
移

転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

と
き（
抹
消
登
録
）

　
令
和
２
年
度
の
自
動
車
税
種
別

割
納
税
通
知
書
を
確
実
に
送
付
す

る
た
め
に
、
３
月
中
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
場

合
　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

に
連
絡
す
る
か
、
道
税
ホ
ー
ム

自
動
車
税
種
別
割
の
住
所

変
更
を
忘
れ
ず
に

合カギ作ります

藤 兼 金 物 店
洞爺湖町洞爺湖温泉91-8　TEL  0142-75-2135

住宅・自動車・シャッター・ロッカー・金庫他



融
雪
期
に
よ
る
事
故
の
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら

運
転
免
許
写
真
撮
影
時
の
帽
子

や
ウ
イ
ッ
グ
の
使
用
に
つ
い
て

広報とうやこ　2020 年３月９

運転免許更新時講習日程
場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■３月
優良（30分）
18日（水）13：30～　23日（月）18：30～
一般（60分）
23日（月）19：30～
違反（120分）
18日（水）14：30～
初回（120分）
13日（金）13：30～

■４月
優良（30分）
２日（木）18：30～　10日（金）13：30～
一般（60分）
２日（木）19：30～　10日（金）14：30～
違反（120分）
７日（火）18：30～
初回（120分）
13日（月）18：30～

お知らせ
ペ
ー
ジ
か
ら
自
動
車
税
種
別
割
の

住
所
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　
札
幌
道
税
事
務
所
自

動
車
税
部（
☎
0
1
1

－

7
4
6

－

1
1
9
7
／
H
P

　
　
）

  http://  
w

w
w

.pref.hokkaido.lg.jp/
sm

/zim
/address/index.

htm
　
３
月
に
入
る
と
昼
夜
の
寒
暖
の

差
が
大
き
く
な
り
雪
解
け
が
進

み
、
気
温
が
上
昇
し
た
日
に
は
氷　

の
よ
う
に
な
っ
た
屋
根
の
上
の
雪

が
落
ち
て
下
敷
き
に
な
っ
た
り
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
に
雪
と
と　

も
に
落
下
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
に
面
し
て
い
る
屋
根
や
ビ

ル
の
窓
枠
な
ど
の
氷
雪
を
確
認

し
、
氷
雪
が
あ
れ
ば
早
め
に
取　
　

り
除
き
ま
し
ょ
う
。

・
建
物
を
管
理
し
て
い
る
人
は
、

看
板
や
ロ
ー
プ
な
ど
で
歩
行
者
に

注
意
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

・
雪
下
ろ
し
作
業
は
転
落
防
止
の

措
置
を
講
じ
て
複
数
人
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

　
が
ん
治
療
で
脱
毛
の
あ
る
人
が

運
転
免
許
写
真
を
撮
影
す
る
と
き

の
帽
子
の
着
用
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
脱
毛
や
手
術

あ
と
な
ど
、
医
療
上
の
理
由
が
あ

れ
ば
、
ウ
イ
ッ
グ（
か
つ
ら
）
や

帽
子
、
ス
カ
ー
フ
、
バ
ン
ダ
ナ
な

ど
の
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
顔
の
輪
郭
が
わ
か
る

こ
と（
個
人
が
識
別
で
き
る
こ
と
）

が
重
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
帽
子

や
ウ
イ
ッ
グ
で
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
帽
子
の
つ
ば
や
そ
の
影
に
よ
り

目
が
隠
れ
る
よ
う
な
帽
子

・
前
髪
で
目
が
隠
れ
て
し
ま
う
ウ

イ
ッ
グ

　
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
や
心
配

な
点
が
あ
る
場
合
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
札
幌
運
転
免
許
試
験

場（
☎
0
5
7
0

－

0
8
0

－

4
5
6
）
／
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

行
　
政

「（
仮
称
）
留
寿
都
風
力
発
電
事

業
環
境
影
響
評
価
書
」
の
縦
覧

　
北
海
道
留
寿
都
村
で
は
イ
ン
ベ

ナ
ジ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社
が

計
画
し
て
い
る「（
仮
称
）
留
寿
都

風
力
発
電
事
業　
環
境
影
響
評
価

書
」
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

■
縦
覧
場
所　
洞
爺
湖
町
役
場
環

境
課
、
洞
爺
総
合
支
所
、
洞
爺
湖

温
泉
支
所

■
日
　
時　
３
月
５
日（
木
）
～

４
月
６
日（
月
）
８
時
45
分
～
17

時
30
分（
土・
日・
祝
日
を
除
く
開

庁
時
間
）

■
縦
覧
書
類　
（
仮
称
）
留
寿
都

風
力
発
電
事
業
環
境
影
響
評
価
書

／
電
子
縦
覧

■
問
合
せ　

イ
ン
ベ
ナ
ジ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社　

小
林（
☎

03

－

6
2
6
1

－

4
4
5
6
）

https://japan.
invenergyllc.com

/new
s/

rusutsuhyoukasho

募
　
集

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
漁
港

利
用
（
係
留
）
者
の
募
集

　
洞
爺
湖
町
虻
田
漁
港
大
磯
分
区

係
留
施
設
条
例
に
よ
り
係
留
で
き

る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
隻
数
は
40

隻
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
空
き
が

出
た
の
で
係
留
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
。

　
空
き
状
況
や
係
留
施
設
に
つ
い

て
は
船
長
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
希

望
者
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は

選
考（
優
先
順
位
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
）
と
な
り
、
優
先
順
位
が

同
じ
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
役
場
産
業
振
興
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

３
月
10
日（
火
）

～
23
日（
月
）

■
利
用
期
間　

４
月
１
日（
水
）

～
令
和
３
年
３
月
31
日（
水
）

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

あ
な
た
も
健
康
づ
く
り
推

進
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
町
で
は
、
4
月
か
ら
新
た
に
推

進
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

し
て
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま

す
。
健
康
に
つ
い
て
振
り
返
り
、

考
え
て
み
た
い
、
健
康
づ
く
り
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
い

う
人
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
任
　
期　
４
月
１
日（
水
）
か

ら
２
年
間

■
申
込
み
期
日　
３
月
24
日（
火
）

■
問
合
せ　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
76

－

4
0
0
6
）
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地
域
食
堂
ほ
の
ぼ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
洞
爺
湖
町
地
域
食
堂
ほ
の
ぼ
の

は
毎
週
土
曜
日
の
12
時
か
ら
16
時

30
分
ま
で
営
業
し
て
い
る
地
域
食

堂
で
す
。
子
ど
も
や
大
人
が
お
い

し
い
昼
食
を
食
べ
、
夕
方
ま
で
の

ん
び
り
過
ご
し
て
も
ら
え
る
場
所

で
す
。

　
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人
は

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
見

学
も
大
歓
迎
で
す
。

■
職
　
種　

①
フ
ロ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
②
厨
房
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
作
業
内
容　
①
食
堂
の
お
客
さ

ん（
子
ど
も
）
対
応
②
昼
食
の
調

理
、
調
理
補
助

■
出
勤
日　
①
②
土
曜
日

■
作
業
時
間　
①
11
時
～
17
時
②

８
時
30
分
～
14
時
30
分

■
条
　
件　
①
②
20
歳
以
上
75
歳

以
下
で
月
に
２
～
３
回
程
度
の
手

伝
い
が
可
能
な
人

■
お
　
礼

5
0
0
円
／
時
間

（
交
通
費
含
む
）

■
問
合
せ　

地
域
食
堂
ほ
の
ぼ

の（
☎
0
8
0

－

3
2
9
4

－
7
3
5
5
）

運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
代

表
と
し
て
、
制
度
の
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
運
営
協

議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
道
内
在
住
の
満
20

歳
以
上
の
人（
議
員
や
公
務
員
な

ど
を
除
く
）

■
募
集
人
数　
５
人

■
任
　
期　
７
月
１
日（
水
）
か

ら
２
年
間（
開
催
は
年
２
～
３
回

を
予
定
）

■
応
募
方
法　
北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
や
住
民
課
窓
口

に
あ
る
応
募
要
領
を
確
認
く
だ
さ

い
。

■
応
募
締
切
　
４
月
30
日（
木
）

■
選
　
考　
選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
提
出
さ
れ
た
小
論
文
な
ど
に

よ
り
総
合
的
に
委
員
を
選
考
し
ま

す
。

■
報
　
酬

5
、
0
0
0
円
／
日

（
旅
費
も
支
給
）

■
問
合
せ　

北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合（
☎
0
1
1

－

2
9
0

－

5
6
0
1
）

有珠山噴火警戒レベル有珠山噴火警戒レベル
運用の変更について運用の変更について

気象台からの
お知らせ

　噴火警戒レベルとは、火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」と防災機関や住民などが「と
るべき防災対応」を５段階で区分した指標で、噴火警報・噴火予報と同時に発表します。有珠山では、
噴火警戒レベルの運用を３月９日に変更しました。

噴火警戒レベルの運用イメージ噴火警戒レベルの運用イメージ
　火山活動が高まっていく段階では、住民や観光
客をより早く避難させるため、レベル３を運用せ
ずレベル４に引き上げます。（火山活動の低下時
は、レベル４を運用せず「レベル５→レベル３→
レベル２→レベル１」のように引き下げます）

レベル１
噴火予報

レベル２
噴火予報

（火口周辺）

レベル４
噴火警報

（居住地域）

レベル５
噴火警報

（居住地域）

レベル 防災機関や住民などがとるべき防災対応
５ 危険な居住地域から避難

４
・要配慮者などは避難
・住民は避難準備→何度もゆれを感じた場合は
早めに避難

３ 入山規制

２
・山頂など避難に時間を要する地域への立入規制
・要配慮者などは避難準備→ゆれを感じたら早
めに避難
・住民はゆれを感じたら避難準備

１ 火口などへの立入規制（活火山であることに留意）

　今回の運用変更に合わせて、有珠山の噴火警戒レベルの引き上げや引き下げを判定するための基
準（判定基準）を気象庁ホームページで公表しました。

【噴火警戒レベルのリーフレット】
　https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/keikailevel.html

【噴火警戒レベルの判定基準】
　https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/keikailevelkijunn.html

■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）／企画防災課防災グループ（☎ 74-3004）
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お知らせ

自衛官募集

■問合せ　防衛省自衛隊札幌地方協力本部　室蘭地域事務所　（☎ 0143-44-9533）

募集項目 資　格 受付期限 試験期日 採用予定

予備自衛官補

一
般 18歳以上 34歳未満の人

４月 10日（金）まで
４月 18日（土）～
22日（水）（いず
れか１日）

令和２年７月
技
能

18歳以上で国家免許資格などを
有する人（資格により年齢の上限
あり）

一般曹候補生 18歳以上 33歳未満の人 ５月 15日（金）まで １次試験
５月 23日（土） 令和３年３月末

一般幹部候補生

大卒程度試験
22歳以上 26歳未満の人（令和３
年３月卒業見込みを含む）

５月１日（金）まで １次試験
５月９日（土） 令和３年３月末

院卒者試験
修士課程修了者などで、20歳以
上 28歳未満の人

空き家バンクに登録しませんか？
町では、空き家の有効活用を通して、移住や定住の促進による地域の活性化を図る「空き家バンク」事

業を行っています。「空き家を誰かに売りたい、貸したい」などと考えている空き家所有者の皆さん、空

洞爺湖町

⑤連絡・交渉・契約（当事者間）

①ＨＰ掲載の
登録

④希望者
情報の連絡

②ＨＰ公開

③購入希望など

定住・移住希望者

空き家を借りたい
　　　　買いたい

洞爺湖町ホームページに
空き家情報を掲載

空き家の所有者

空き家を貸したい
　　　　売りたい

空き家バンクの仕組み

■問合せ　産業振興課地域振興グループ（☎ 74-3005）

き家バンクに登録してみませんか。登録されると、町の
ホームページに掲載され、町では、興味がある人とのつ
なぎ役をしています。空き家バンクの閲覧件数は年々増
えていて、子育て世代や移住希望者など、空き家の一軒
家を探しているという相談が多く寄せられています。多
数の登録お待ちしています。
■申請方法（HP掲載の登録）
　印鑑と登記簿謄本などの書類（無い場合は事前に連絡を
お願いします）や物件の写真を持参してもらい、申請書
に記入します。登録完了になったのちに、ホームページ
に掲載します。
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  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故松島國廣さん
■２月３日死去■ 90歳■遺族は紺屋正雄さん■入４区

故加藤ミヱさん
■２月３日死去■ 93歳■遺族は藤野美加子さん■虻７区

故奥山愛子さん
■ 12月 16日死去■ 96歳■遺族は耕一さん■温３区

故菊地政信さん
■１月９日死去■ 93歳■遺族はハツエさん■洞第１

故松田昭さん
■１月 18日死去■ 91歳■遺族は橋本尚子さん■入１区

故澤田篤さん
■１月 31日死去■ 79歳■遺族は卓芳さん■泉区

１月20日から２月19日届出分

　広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

温
も
り
の
葉
書
一
枚
福
寿
草

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

春
お
ぼ
ろ
亡
き
人
へ
問
ふ
車
庫
の
鍵

　
　
　

菅
原
敏
子　
　
　
　

陽
の
散
華
湖
に
は
べ
ら
せ
浮
寝
鳥

　
　
　

矢
野
知
子　
　
　

目
を
病
み
て
春
の
日
差
し
も
疎
ま
し
や

　
　

千
葉
征
子　
　

い
つ
も
待
つ
四
区
踏
切
日
脚
伸
ぶ

小
笠
原
勇　
　
　
　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

２
月
定
例
会

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
西
舘
歌
謡
教
室
は
２
万
円

<

寄
附
物
品>

▽
佐
々
木
弘
子
さ
ん（
入
１
区
）

▽
鈴
木
ミ
ツ
さ
ん（
虻
１
区
）

▽
五
十
嵐
優
子
さ
ん（
洞
第
３
）

▽
山
田
睦
美
さ
ん（
虻
６
区
）

▽
谷
良
男（
入
１
区
）

▽
夏
目
與
市
さ
ん（
か
っ
こ
う
台

区
）

▽
有
限
会
社
高
橋
石
油

▽
み
う
ら
薬
局

▽
洞
爺
観
光
ホ
テ
ル

お知らせ

故石山フジエさん
■２月５日死去■ 89歳■遺族は古市惠美子さん■虻８区

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

３
月
21
日（
土
）、
年

４
月
18
日（
土
）
９
時
30
分
～
12

時■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

相
　
談

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　

①
３
月
19
日（
木
）

②
４
月
２
日（
木
）
13
時
30
分
～

無
料
法
律
相
談
会
開
催

創
業
に
関
す
る
個
別
指
導

や
相
談
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
洞
爺
湖
町
商
工
会
、

地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
町
内
で

新
た
に
創
業
す
る
人
を
支
援
す
る

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

15
時

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
本
間
寛
菜
弁
護

士（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務

所
）
②
増
川
拓
弁
護
士（
北
海

道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

た
め「
洞
爺
湖
町
創
業
支
援
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
創
業
支
援
計
画
で
は
、
洞
爺
湖

町
商
工
会
内
に「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
窓
口（
創
業
相
談
窓
口
）」
を

設
置
し
、
創
業
希
望
者
が
必
要
な

情
報
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
創
業

に
関
す
る
個
別
指
導
や
相
談
、
各

支
援
制
度
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
※
予
約

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

■
時
　
間　

９
時
～
17
時
30
分

（
土・
日・
祝
日
を
除
く
）

■
電
話
相
談　
洞
爺
湖
町
商
工
会

（
☎
76

－

2
3
1
1
）

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水
産・
商

工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

故福岡藤子さん
■２月 12日死去■ 96歳■遺族は隆さん■入１区

故小林芳子さん
■２月 15日死去■ 77歳■遺族は葊瀬誠さん■虻４区

故太田熊一さん
■２月 17日死去■ 94歳■遺族は俊幸さん■青２区



問合せ問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）
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 まずは手洗いが大切です。外出先からの帰宅時や調理の
前後、食事の前などに、こまめに石けんで手洗いをしましょ
う。手洗いができない場合は、アルコール消毒液などで消
毒しましょう。
　咳などの症状がある人は、咳やくしゃみを手でおさえる

毎日体温を測定して記録し、次に該当するときは必ず「帰
国者・接触者相談センター」に相談ください。相談の結果、

コロナウイルスコロナウイルス
さわやかだより

〇 37.5℃以上の発熱が４日以上続いている（高齢者・持病がある人は２日以上）
〇強いだるさ（倦怠感）息苦しさ（呼吸苦）がある

日常生活で気を付けること

電話 受付時間

北海道室蘭保健所 0143-24-9833 平日　8 時 45 分～ 17 時 30 分

北海道保健福祉部健康安全局地域保健課 011-204-5020 平日　17 時 30 分～ 21 時、土日祝　9 時～ 21 時

①流水でよく手を濡
らした後、石けんを
つけ、手のひらをよ
くこすります。

②手の甲を伸ばすよ
うにこすります。

③指先・爪の間を念
入りにこすります。

④指の間を洗いま
す。 ⑤親指と手のひらを

ねじり洗いします。
⑥手首も忘れずに洗
います。

手洗い前に ・爪は短く切っておき、時計や指輪は外しておきましょう。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

防ぐために気をつけること防ぐために気をつけること
をを新型新型

と、その手で触ったものにウイルスが付着し、ドアノブな
どを介して他の方に病気をうつす可能性がありますので、
咳エチケットを行ってください。持病がある人、高齢の人
は、できるだけ人混みの多い場所を避けるなど、より一層
注意してください。

新型コロナウイルス感染の疑いがある場合は、紹介された
専門の「帰国者・接触者外来」を受診してください。

発熱などの風邪症状がみられるときは、無理せず学校や会社を休んでください。

【帰国者・接触者相談センター】

正しい手の洗い方

咳エチケット

何もせずに咳や
くしゃみをする

咳やくしゃみを
手でおさえる

マスクを着用す
る（口・鼻を覆う）

マスクがないときはティッシュ
やハンカチで口・鼻を覆う

とっさのときは
袖で口・鼻を覆う

３つの咳エチケット 電車や職場、学校など、
人が集まる場所で実施しましょう

※２月 26 日現在
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か
ら
出
る
機
会
が
少
な
く

　
　
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

洞
爺
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
虻
田
地
区
）
で
は
、
毎
年
５
月

か
ら
始
ま
る
「
ふ
れ
あ
い
交
流

会
」
の
令
和
２
年
度
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
交
流
会
と
は
、
町
内

在
住
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
ふ
れ
あ
う
機
会
の

提
供
と
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

健
康
で
生
き
が
い
あ
る
暮
ら
し
が

送
れ
る
よ
う
願
っ
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
交
流
会
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
簡
単
な
ゲ
ー
ム

や
軽
い
体
操
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
ま
す
。
お
昼
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
手
づ
く
り
の
料
理
を
味
わ
い
な

が
ら
、
お
互
い
の
近
況
を
語
り
合

う
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
す
。

　
「
友
達
が
い
な
い
⋮
ひ
と
り
で

の
参
加
が
ち
ょ
っ
と
心
細
い
⋮
」

と
い
う
人
で
も
大
丈
夫
。
男
性
も

女
性
も
気
軽
に
参
加
し
て
、
仲
間

の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

め
て
の
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。

　
な
お
、
健
康
の
た
め
に
徒
歩
で

の
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
が
、
自

力
で
参
加
で
き
な
い
場
合
に
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
送
迎
も
行
っ
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
の
と
き
に
相
談

く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　
５
月
か
ら
11
月
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
、
10
時
か
ら
13
時

ご
ろ
ま
で
（
参
加
者
は
隔
週
の
利

用
に
な
り
ま
す
）

■
場
　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
わ
や
か

■
参
加
費　
１
回
２
０
０
円
（
食

事
の
材
料
代
）

■
対
象
者　
町
内
在
住
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
人
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯

で
次
の
年
齢
の
人

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人　

男
性　

70
歳
以
上
（
昭
和
25
年
３
月
31
日

ま
で
）
女
性　
75
歳
以
上
（
昭
和

　「虻田地区ふれあい交流会」をサポートしていただけるボランティ
アを募集しています。　
　対象者の皆さんが楽しく参加できるよう、送迎や食事の支度など
のお手伝いをしていただけませんか。

20
年
３
月
31
日
ま
で
）

・
高
齢
者
夫
婦
世
帯　
夫
婦
共
に

75
歳
以
上
（
昭
和
20
年
３
月
31
日

ま
で
）

　

家
族
と
同
居
な
ど
で
あ
っ
て

も
、「
日
中
は
独
り
に
な
る
」
な

ど
世
帯
の
状
況
に
よ
り
参
加
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

■
締
　
切　
３
月
31
日
（
火
）
ま

で
虻田地区ではボランティアを募集しています

　洞爺地区は通年開催し、対象者
には別途、個別に通知しています。
参加申し込みなど詳細は、社会福
祉協議会洞爺支所へ＜洞爺ふれ愛
センター内＞（☎ 82-5185）問
い合わせください。

洞爺地区では…

家

ふれあい交流会にふれあい交流会に
参加しませんか？参加しませんか？

■申込み・問合せ■申込み・問合せ　洞爺湖町社会福祉協議会＜健康福祉センター内＞（☎ 76-4363）　洞爺湖町社会福祉協議会＜健康福祉センター内＞（☎ 76-4363）

皆　昼食皆　昼食

ゲームゲーム　体操体操

でで

やや

≪ボランティアの内容≫
・送迎ボランティア
■日　時　毎週水曜日（5 月～ 11 月）
　　　　　9 時から 12 時 30 分ごろまで
■内　容　自家用車を利用して参加者の送迎、食事会場の　
　　　　　セッティング
　　　　　※毎週参加できなくても大歓迎です。
・食事ボランティア
■日　時　年間 4 回から 5 回
　　　　　9 時から 13 時ごろまで
■内　容　昼食づくり （毎回７～８人で行います。）
■詳　細　洞爺湖町社会福祉協議会（☎ 76-4363）
※ボランティアに参加した人は社会福祉協議会で福祉サービス総合
補償に加入します。
※地域たすけあいボランティアポイント事業「はつらつポイント事
業」の対象活動になります。
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし
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チロヌップの子　さくら
たかはしひろゆき
　北の孤島チロヌップで、与平の娘
さくらときつねのチロは兄弟のよう
に暮らしていました。ずっと一緒に
育ってきた２人の間には、計り知
れない絆があり、さくらが亡くなっ
た後も、ずっとそばにいたチロ。
美しくも悲しいお話となっていま
す。（あぶた読書の家所蔵）

今月の
１冊

絵本の玉手箱　3 月のおはなし会
■日　時 ３月 23 日（月）、４月 13 日（月）10 時～
11 時 30 分、３月 19 日（木）14 時～ 15 時 30 分小学生
以上対象
■場　所 あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時 ３月 13 日（金）14 時 40 分～ 15 時 10 分
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

今月の
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平岡　龍さん
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　北の孤島チロヌップで、与平の娘
さくらときつねのチロは兄弟のよう
に暮らしていました。
育ってきた２人の間には、計り知
れない絆があり、さくらが亡くなっ
た後も、ずっとそばにいたチロ。
美しくも悲しいお話となっていま
す。（あぶた読書の家所蔵）
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ジオパーク通信ジオパーク通信

第 92号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

広報とうやこ　2020 年３月

ユネスコ世界ジオパーク再認定決定！ユネスコ世界ジオパーク再認定決定！
　ユネスコ世界ジオパークである地域には、４年
に１度の再審査が義務付けられています。洞爺湖
有珠山ジオパークでは、2019 年７月に、審査員
２人による再認定審査が行われ、2020 年 1 月 21
日に「再認定」が発表されました。これで今後４
年間、ユネスコ世界ジオパークとして活動してい

2019 年７月の現地審査の様子
　現地審査では、ジオパーク内の見どころを巡り、地形の成立ちと、そこで育まれた文化や産業の実際
の姿を見てもらいました。

だて歴史文化ミュージアム

16

くことが認められました。
　洞爺湖有珠山ジオパークでは、この地域ならで
はの大地の特徴を活かし、地域振興、教育活動に、
力を入れて取り組んでいきます。今回の審査につ
いて、審査員からは以下の点が評価されています。

評価されたポイント（第４回ユネスコ世界ジオパーク評議会議事録の要約）
・2017 年の審査で出された勧告事項は、期待を
超えるほど、満足に達成された。
・有珠山の災害遺構は優れた教材である。旧国道
230 号の周辺は、環境省との連携のもと、地形
の保護のために新たなゾーニング（範囲区分）が
なされ、住民による除草作業で維持されている。
・減災文化はジオパークに認定される前から高レ
ベルに確立され、その後、さらに向上した。
・この地域の減災教育はすべての火山地域にとっ
て最良の事例である。
・火山マイスターは優れた教育活動を行い、世界
のジオパークの中でも特筆すべき特徴である。
・ジオパークとユネスコ世界文化遺産を目指す推
進組織間には、十分な協力体制がある。

・伊達市に「だて歴史文化ミュージアム」が新設
され、特別な文化、祖先の歴史が紹介された。
・アイヌ民族の言語や文化を紹介する取り組みが
進んでいる。
・公式ロゴマークが随所に追加され、ジオパーク
の認知度を高めている。
・住民団体が草の根のジオパーク活動を継続し、
地域の魅力を高め、保全に協力している。
・地域のパートナー企業によって、ジオパークの
効果的なＰＲが進められている。
・北海道大学総合博物館との連携協定はさまざま
な活動にメリットが期待できる。

審査員：パトリシオ・メロー教授（ブラジル）　ヘニング・ツェルマー博士（ドイツ）

噴火湾（豊浦町海岸）ツアー そうべつ情報館ｉ　
火山防災学び館

洞爺湖温泉　足湯

有珠善光寺自然公園 天然豊浦温泉しおさい 三松正夫記念館 有珠山火口原展望台



３月 11 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

13 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

15 日（日）
キッチンで実験しよう

10：00 ～ 12：00
洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-2555）

19 日（木） 無料法律相談会

21 日（土） 行政に関わるくらしの無料法律相談会

21 日（土）
～ 22 日（日）

イースターボンネット作り
10：00 ～ 12：00
洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

27 日（金）
洞爺地区健康相談

9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

４月１日（水）
～ 19 日（日）

町民ギャラリー　ほしみてる絵画展－祈りと癒し－

２日（木） 無料法律相談会

９日（木）
げんきクラブ（洞爺地区）

13：30 ～ 15：00
洞爺湖温泉病院（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

10 日（金）
洞爺地区健康相談

9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

11 日（土） ４月ワークショップ　「風とあそぼう」（モビールづくり）

広報とうやこ　2020 年 3 月広報とうやこ　2020 年 3 月17

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー
ピックアップイベントピックアップイベント

有珠山噴火防災訓練中止のお知らせ
３月 25 日（水）に有珠山噴火防災訓練を予定していまし

たが、新型コロナウィルスの感染拡大防止に向けた対応とし
て訓練開催を中止することとしました。
　訓練への参加を予定されていた皆さんには大変迷惑をお掛
けして申し訳ないですが、ご理解いただきますようよろしく
お願いします。
■問合せ　洞爺湖町企画防災課防災グループ（☎ 74-3004）

洞爺湖芸術館が開館します
令和２年度開館のお知らせ
■開館日　4 月１日（水）10 時 15 分～ 17 時
　作品の展示のほかに、演奏会やワークショップ事業など多
数開催していきます。最新情報は当館ウェブサイトを確認く
ださい。
町民ギャラリー　ほしみてる絵画展－祈りと癒し－
■日　程　４月 1 日（水）～ 19 日（日）
■主　催　洞爺湖芸術館友の会
４月ワークショップ　「風とあそぼう」（モビールづくり）
■日　時　４月 11 日（土）13 時～
■講　師　原田　泰（公立はこだて未来大学教授）
■定　員　７人
■参加費　500 円
春特別展　佐藤千穂作品展－未来へ－
■日　程　４月 25 日（土）～５月 31 日（日）
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）／ WEB　http://
www.geijutukan.net/

修了・卒園・卒業式　入園・入学式の日程
・ 入 江 保 育 所　３月 27 日（金）９時 30 分～
・桜ヶ丘保育所　３月 27 日（金）９時 30 分～
・ 洞 爺 保 育 所　３月 27 日（金）９時 30 分～
・ 本 町 保 育 所　３月 27 日（金）９時 30 分～
・とうやこ幼稚園　３月 20 日（金）10 時～
・ 虻 田 小 学 校　３月 18 日（水）９時 30 分～
・ 温 泉 小 学 校　３月 19 日（木）９時 30 分～
・とうや小学校　３月 19 日（木）10 時
・ 虻 田 中 学 校　３月 13 日（金）９時 30 分～
・ 洞 爺 中 学 校　３月 13 日（金）９時 30 分～
・ 虻 田 高 校　３月１日（日）10 時～

・とうやこ幼稚園　４月 10 日（金）10 時～
・ 虻 田 小 学 校　４月７日（火）10 時～
・ 温 泉 小 学 校　４月７日（火）10 時～
・とうや小学校　４月７日（火）10 時～
・ 虻 田 中 学 校　４月７日（火）13 時 30 分～
・ 洞 爺 中 学 校　４月７日（火）13 時 30 分～
・ 虻 田 高 校　４月８日（水）13 時 25 分～

時
所

p12

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

詳

p12詳

ピックアップイベント詳

p12詳

16 日（木）
～ 18 日（土）

脳ドック検診
8：30 ～ 15：45
健康福祉センター（☎ 76-4006）

※上記のイベントなどの情報は２月 28 日現在の情報です。新型コロナウイルスの影響で、予定されている
イベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

ピックアップイベント詳

時
所
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洞爺湖温泉冬まつり洞爺湖温泉冬まつり

とうや冬まつりとうや冬まつり
１無料配布された白いおし
るこ　２氷点下の中で行
われたかき氷早食い大会　
３・４三角コーンを乗せた
そりを引く人間ばんば大会　
5 あつあつのうどんを頬張
る早食い大会　6 笑顔で楽
しむそり滑り　７真剣に宝
をさがす子ども　８おまつ
りビンゴに夢中になる子ど
もたち

２月８日、2019 洞爺湖温泉冬祭りの本まつりが、９日には第 37 回
とうや冬まつりが開かれ、たくさんの人が冬を楽しみました。各イベンとうや冬まつりが開かれ、たくさんの人が冬を楽しみました。各イベン
トを写真で紹介しますトを写真で紹介します。。

１

２

３

４５

６

７８

！
２月８日、2019 洞爺湖温泉冬祭りの本まつりが、９日には第 37 回２月８日、2019 洞爺湖温泉冬祭りの本まつりが、９日には第 37 回２月８日、2019 洞爺湖温泉冬祭りの本まつりが、９日には第 37 回２月８日、2019 洞爺湖温泉冬祭りの本まつりが、９日には第 37 回

冬を楽しむを楽しむさに負けず寒寒
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地域の交流深める　各地域で冬まつり地域の交流深める　各地域で冬まつり
　洞爺湖温泉冬まつりやとうや冬まつりが開催されましたが、他にも大原、成香、泉の３地域で
も冬のイベントが行われ、住民同士の交流が深まりました。

大原冬季レクレーション大会大原冬季レクレーション大会 泉冬あそび泉冬あそび

成香冬まつり成香冬まつり
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広
報
と
う
や
こ

　
　
爺
湖
の
景
色
が
忘
れ
ら
れ
な

　
　
く
て
、
移
住
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
洞
爺
湖
は
い
つ
も
美

し
く
、
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
す
」

　
洞
爺
湖
の
魅
力
に
つ
い
て
話
す

の
は
、
洞
爺
湖
温
泉
地
区
に
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
の
開
業
を
目
指
す
小
林

圭
子
さ
ん
。

　

小
林
さ
ん
は
旭
川
市
の
出
身

で
、
札
幌
市
の
専
門
学
校
を
卒
業

後
、
24
歳
の
と
き
に
就
職
の
た
め

名
古
屋
市
に
移
り
住
み
、
お
菓
子

屋
さ
ん
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

スポットライト

Spotlight

洞爺湖温泉にゲストハウスを開業

小 林 圭 子さん

東奔西走
ワンショット今月の

　　地域で冬まつりが行われ、取材に行ってきました。洞爺
　　湖温泉の冬まつりはとても寒さが厳しい中での取材でし
たが、そんな中でも恒例となっているかき氷早食い大会が行
われ、その姿に元気をもらいました。（C.K）
　　化財防火デーの取材をしてきました。消火訓練を間近で　　　
　　見て消火器の使い方を一緒に勉強しました。いざという
ときのために、日ごろから訓練しておくことが大事なことを
改めて実感しました。（М .O）

　
映
画
「
し
あ
わ
せ
の
パ
ン
」
を

見
て
、
洞
爺
湖
に
興
味
を
持
ち
、

７
年
前
に
洞
爺
湖
町
へ
遊
び
に
訪

れ
ま
し
た
。
名
古
屋
に
戻
っ
て
か

ら
も
、
そ
の
時
の
思
い
出
が
忘
れ

ら
れ
ず
、
洞
爺
湖
の
近
く
に
住
み

た
い
と
い
う
想
い
が
強
く
な
り
、

平
成
30
年
８
月
に
移
住
。
現
在

は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
ポ
ン
コ
タ

ン
」（
ア
イ
ヌ
語
で
「
小
さ
い
集

落
」
の
意
味
）
の
開
業
に
向
け
て

楽
し
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
は
、
同
じ
部

屋
に
複
数
人
が
宿
泊
す
る
こ
と
で

宿
泊
者
同
士
の
交
流
が
で
き
る
こ

と
な
ど
、
一
般
的
な
宿
泊
施
設
と

は
違
う
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。

　
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
始
め
よ
う
と

思
っ
た
の
は
、「
空
き
家
だ
っ
た

建
物
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
（
自
分
自
身
で
生
活

に
必
要
な
も
の
を
作
っ
た
り
、
家

の
プ
チ
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
す
る

こ
と
）
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

自
分
た
ち
の
手
で
何
か
を
作
っ
て

み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
」
と
話
し

ま
す
。

　
「
こ
こ
に
宿
泊
し
て
も
ら
い
、

こ
の
場
所
を
拠
点
と
し
て
、
洞
爺

湖
町
の
美
し
い
景
色
や
地
元
の
人

の
温
か
さ
、
暮
ら
し
な
ど
、
自
分

自
身
が
体
験
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
を
体
感
し
て
欲
し
い
。
宿
泊
者

自
身
が
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、
洞

爺
湖
の
魅
力
を
探
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
言
い
ま
す
。

　
最
後
に
小
林
さ
ん
は
「
安
心
し

て
泊
ま
れ
る
楽
し
い
場
所
を
作
り

た
い
。
こ
の
場
所
を
通
し
て
、
お

客
さ
ん
が
地
元
の
人
と
の
つ
な
が

り
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

各

洞

消火器で消火訓練を行った消火器で消火訓練を行った
文化財防火デー文化財防火デー

文

「

profi le
昭和 51 年 11 月 11 日生
まれ。甘い物（お菓子）が
大 好 き。 温 泉 2 区 在 住。
43 歳。

お
客
さ
ん
が
安
心
し
て
泊
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
楽
し
い
場
所
を
作
り
た
い


